




高知県 安芸市 伊尾木

現場：竜王池

伊尾木洞



☐ 災害による被災想定範囲

□ 受益地
現場

受益地及び
災害時被災地域

竜王池の現状

散策道より竜王池を望む。日照時間は短い。 ため池の堤体。幅員は2m程度であり老朽化している。

取水設備。4本の取水管があるが、2本のみ
稼働している。

洪水吐。山間にある自然洪水吐である。
所々岩盤が露出しており断面不足の形状。

堤体下流部。漏水が見られる。 旧底樋。現在使用不可であり漏水も見られる。

堤体

ため池



写-① 写-②

進入路が狭い(3m程度)

幅3.0m

険しい上に15%(33度)の下り勾配
で坂道を付ける計画。

〇 進入口

湛水部



〇 進入口

― 当初ルート

― 変更ルート

変更図



着手前 工事(管理)用道路入口

完成 工事(管理)用道路入口

明るく安全に通行できる管理道になりました

完成 工事(管理)用道路全景

入口

管理用道路 L=240m



写-②

堤体

谷①

谷②

・竜王池には水が流入する谷が2箇所ある。特に谷②からは流水が途切れず常時水が
流入しているが、大雨時には数時間で満水状態となるほどの水量があり、排水ポンプで
は対応できず、その流水量は降雨後2日～3日ほど持続する。ポンプ排水はその後行う
が、施工できる状態にするまでには10日程度かかる。

写-①降雨による池の湛水状況

盛土施工部を水
が無い状態に
する必要がある！

水抜き後でも大雨が降ると数時間でこの状態に・・・・・・・



雨水対策土堤

盛土施工部を
水が無い状態
に保つ！

堤体

谷①

谷②



雨水対策土堤 完成

降雨後の状況

池内部(上流側)の盛土施工状況

谷②

←盛土施工部

盛土施工部に流れず、洪水吐越流部を流下！

効果的に機能！

下層

中間層

天端部



ICT技術の活用を検討

堤体標準断面図

段切り掘削

平面図

両袖の掘削もあり

・掘削は段数の多い段切りと両袖からの掘削となり、底樋管の施工によって段切りの高さは各段で揃うが、段切りの法線が一部
真っ直ぐにならないことは図面から把握できた。しかし、重機オペレータや作業員が把握できないことには意味がない・・さらに、
自分たち職員も・・・これやりだしたら測量、丁張で張り付きっぱなしになる・・・2人しかおらんのに・・・
自分らが作業しゆう間、機械作業ができんし、そんなこと毎日やってて工期間に合うか？・・・
掘削チェックの余裕もないな・・・どうする？





堤体盛土は作業ヤードが狭い

現場に合わせた小型機械を採用するとともに設計も変更！



3次元データ画像処理後(堤体上流側)

この部分の掘削は

堤体上流側の掘削形状

3Dで「見える化」

ほー、こうなって
んのか・・



堤体の段切り掘削状況

各段まっすぐではないので
丁張作業に時間がかかる。
掘削はあまり時間がかから
ないが・・・
(1段あたり1時間程度)

従来作業 ICT技術の活用



段切り掘削施工状況 堤体盛土(敷均し)施工状況

モニターには現在施工
中の目標高さと、あとど
のくらい上か下か表示
され、オペレータが分か
りやすい。

目標高さ

上に1.5㎝表示

爪先の座標、高さの情報が常に
モニターで確認できる。



試験盛土 堤体盛土(転圧)施工状況

RIで締固め度(95％以上)の確認

8回転圧で決定しました。

色を確認するだけ！

下から1回、一番上が8回となって
います。

出来形成果品

規格値の50％率(100％)



さらに観光客に配慮するために以下の課題が発生

・伊尾木洞は近年、安芸市の主要観光スポットであり、日祭日に限らず県内外から観光客が訪れる。竜王
池は伊尾木洞を超えた先の散策コース途中にあるため、地元地権者より通行止めはしないでほしいと要
望があった。

・観光客の把握と安全確保
通行止めをせずに観光客を安全に通行させるためには観光客の予定の把握が必要である。

・排水ポンプによる強制排水量の調整等
あまりに排水しすぎると伊尾木洞内の水位が上昇し、観光に影響がでる(降雨により確認)。

・濁水対策
観光客に不快な思いをさせないためには伊尾木洞内の濁水対策が必要である。



安芸市観光協会より毎月の観光スケジュールの入手

観光客を安全な場所まで誘導、誘導中は作業ストップ。

作業者全員に周知徹底 休暇中も迷わないよう工事看板を設置し安全に通行できるよう努めた。



排水ポンプによる強制排水にあたり、以下の取り組みを行いました。

・ポンプによる強制排水後は、定期的(週1回及び降雨時)に伊尾木洞の観測を行った。
・多少の水位の上昇に備え、伊尾木洞の通路整備を行った。
・伊尾木公民館には浅い雨靴しか貸出されていなかったので深めの雨靴(サイズ21㎝～28㎝)を贈呈した。
・竜王池の下流部には堰があり、その堰で農業用水と伊尾木洞への流量を調整しているが、堰板が老朽化していたた

め堰板を制作し贈呈した。

伊尾木洞 定期点検

伊尾木洞 通路整備

伊尾木公民館に雨靴の贈呈

後日、感謝状が掲示されてました。

雨靴貸出のお知らせ看板 区長さんに堰板の贈呈

堰板により流量の調整
をさせてもらった。



・竜王池の下流部堰に濁水対策工としてバイオログフィルターを設置した。
・排水ポンプ設置用の鉄かごにもヤシマットを取り付けた。
・定期点検(現場から濁水がでるごとに)を行い、異常の確認に努めた。

バイオログフィルター設置状況

濁りがとれている

定期点検

ポンプかごにヤシマットを設置

排水ポンプ設置状況





・伊尾木小学校の生徒及び父兄を招いた現場見学会を行い、普段見ることのない水を
抜いたため池をみてもらいました。

・官公庁の方々を対象にICT活用工事の現場見学会を2回行いました。



・官公庁の方々を対象に底樋推進工における工法見学会(泥土圧式推進工法)を行いました。

・安全教育の工夫としてVRを使用して作業者に災害の疑似体験をしてもらいました。



・弊社の女性社員による安全衛生組織(美アースサポートママ)の女性目線による現場の安全衛生パトロール
を定期的に行いました(ホームページにも掲載されてます)。

・熱中症対策も積極的に行いました。

休憩所にはクーラー、冷蔵庫を完備し、
いつでも水分補給ができるようにしました。

外ではテントと扇風機を

作業員だけでなく職員も空調服で
作業をしました。

熱中症予防責任者を選任して予防に
努めました。



・希少動植物の調査を行い希少植物の「ショウブ」の移植をしました。

・伊尾木洞からの観光客にトイレを開放し使ってもらいました。



長い工期にもかかわらず無事故・無災害で完成することができました。これも日頃からお
世話になっている発注者の方々の指導や協力していただいた関係機関、最後まで協力し
ていただいた地元の方々、そして現場に関わったスタッフの努力のおかげです。

ご清聴 ありがとうございました！！
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